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発行責任者
からのレター

　エリクソンモビリティレポートの最新のビ
ジネスレビュー版へようこそ。

5Gの事業機会を解き放つための道のり
は、まだ初期段階にあります。世界を見る
と、現在までに約290社の通信事業者が商
用5Gサービスを開始しており、導入が速い
ペースで進んでいます。しかし2023年末ま
でに展開された5Gミッドバンドは、推定で
世界の既存の4Gサイトの約30%にとどまっ
ています。
振り返ると、4Gの展開とグローバルなデ

バイスのエコシステムがアプリ経済の基盤
を築き、今日のモバイルブロードバンドビジ
ネスを実現したことがわかります。しかし、
激しい競争下で通信事業者が差別化を図
る機会が限られているため、モバイルサー
ビスの収益は期待どおりには伸びていませ
ん。
今日の通信事業者は高インフレという市
場の現実にさらされ、それがコストの上昇
の一因となっていますが、一方で収益の増
加にもつながっています。

困難な時代に新たな機会を創出する
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5Gの非常に重要な一面は、エネルギー
消費を削減し、データトラフィックの扱いを
支援して通信事業者コスト効率を高めるこ
とです。この効率は、収益性の高い成長に
不可欠です。

5Gの価値向上に向けた第一歩は踏み出
されましたが、さらに多くのことを実行する
必要があります。5Gネットワークの進化す
る機能を活用して新しい価値プールを創出
することは、通信事業者にとって不可欠で
す。本レポートでは、通信事業者がどのよう
にしてサービス提供を進化させ、新たな収
益機会を捉え、ビジネスを変革しているか
について、最新の知見を共有します。
本レポートの知見が皆さんにとって魅力
的で有益であることを願っています。

Fredrik Jejdling
エリクソン上席副社長兼ネットワーク部門
総責任者
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5Gビジネスの
展望
現在の移動体通信業界を見ると、市場に
は四つの異なるビジネス領域が浮かび上
がってきています。世界中の通信事業者は、
この四つの領域のすべてにわたり、新しい
サービスと市場開拓モデルを積極的に模索
し、試験しています。

5Gの成長の第一領域は、4Gよりも優
れ・効率的なeMBB（enhanced Mobile 
Broadband）です。これはすべての領域の基
盤として機能します。eMBBは4Gとほぼ同じ
収益化原則に従いながら、5GのNSA（Non-
Standalone）の機能を活用します。これは
ネットワーク運用に利点と効率をもたら
し、4Gと比較して最大10倍の容量を提供
し、エネルギー効率を30%以上向上させ、
本質的により効率的な運用エンジンとして
機能し、投資額あたりの価値を高めます。
第二のビジネス領域は、デバイスのエ

コシステムが繁栄し、多くの市場で力強い
成長を遂げているFWA（Fixed Wireless 
Access）とWWAN（Wireless WAN）がも
たらす機会です。これらは自宅ブロードバ

ンドおよび企業セグメントを狙いとしてい
ます。これらは従来のモバイルブロードバ
ンドサービスと比較してARPU（Average 
Revenue Per User）が高く、通信事業者に
とって新しい価値プールです。
第三のビジネス領域は、差別化された接
続ソリューションの機会です。これは企業に
プライベートネットワークを提供したり、パブ
リック5GでSA（Standalone）ネットワークの
ネットワークスライシング機能を利用して、
消費者や企業に差別化されたサービスを提
供したりすることです。
産業界にとって 5Gプライベートネット

ワークは、工場や鉱山といったマイクロ
環境でイノベーションと価値生成を実現し
て DX（Digital transformation）を推進
するものです。コンシューマーとエンター
プライズ分野においては、公共ネットワー
クの機能とネットワークスライシングが、
テレビ局、ポップアップストア、大型イベ
ントの観客やゲーマーに合わせた接続ソ
リューションの提供などの新しい価値プー

ルを狙う機会を、通信事業者に提供しま
す。
現在はまだ確固たるデバイスのエコシス

テムとユビキタスかつ信頼性が高い高性能
ネットワークが存在しておらず、世界規模
でのそのようなユースケースの産業化の事
例は存在しません。これらの要素が整い、
ネットワークをオープン化してプログラマブ
ルになると、新しい価値の機会にアクセス
する可能性が開かれ、アプリケーション開
発者は大規模なイノベーションを起こせる
ようになるでしょう。これが第四の事業領
域です。
本レポートは、さまざまな通信事業者か

らの最新の知見と調査結果を含み、上記
四領域に関する活動をすべてカバーしてい
ます。

イノベーションとエコシステムの
成長を促進 – プログラマブル 

ネットワーク

差別化された接続ソリューション –  
プライベートネットワークと 

公共ネットワーク

隣接する利益プールへの拡大 – 
FWAとWWAN

既存ユースケースの活用 – 
eMBB

企業・公共
セクター 消費者

図1： 5G事業の展望
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通信事業者はコンテンツ事業
者との間で5種類のパートナー
シップモデルを使っています。

FWAの価値創造は、追加の収
益、運用コスト削減、モバイルブ
ロードバンドとの最適化された
設備投資の共有を組み合わせ
ることによって達成されます。

5Gプライベートネットワークでビジネス
の生産性を向上させる最速の方法は、広
いカバレッジエリアと移動性の高いユー
スケースに展開することです。

ネットワークAPIを公開するため
の市場開拓戦略は、セグメントの
種類、ユースケース、地理的範囲に
よって異なります。

米国では、5G通信事業者 が
FWAで固定ブロードバンドの
純追加契約の90%以上を獲得
しています。

インフレは運用コストの増加を引き起こした
一方で収益の増加にも貢献しました。

サービスアグリゲーションと体験ベー
スの接続は、ベースラインの接続に
続いて、5Gの効果的な差別化と収益
化を実現する次のステップです。

主な知見
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（Consumer Price Index）の変動に応じ
て価格を調整し始めていますが、より大
きなデータバケットや高速性とデジタルコ
ンテンツを伴う、より高価なパッケージへ
のアップセルも進めています。もう一つの
成 長 要 因 は FWA（Fixed Wireless 
Access）の拡大で、これは最近の収益成
長の 20〜 25%を占めると推定されてい
ます。5Gは、エネルギー消費を削減し、
通信事業者による増加するデータトラ
フィックの管理を支援してコスト効率改善
をもたらすものであり、収益性の高い成長
には不可欠です。

通信事業者にとって
厳しい市場環境

インフレに苦しむ市場では、通信事業者が5Gの機能を活用して
収益性の高い成長を促進することが不可欠です。

過去数年間、通信事業者は5Gネットワー
クの展開と5Gデータプランの促進に多大
な努力を払ってきました。現在までに約290
の5Gネットワークが商用3サービスを開始
し、そのうち40の通信事業者が、より高度な
5GSA技術ベースのサービスを提供してい
ます。この間に世界の5G加入者数は、全モ
バイル契約の18%を占める16億人に達し
ました。

複雑な市場
世界中で5Gが展開され、新しいサービス

やビジネスチャンスが模索されるなどの勢
いがみられます。
しかし通信市場は熾烈な競争で知ら
れ、モバイル加入の普及率はグローバルで
100%以上に達しています。さらにインフレ
が急激に進んだことで金融環境は柔軟性

主な知見

•	 急激なインフレは運用コストの増
加1を引き起こした一方で収益の増
加にも貢献
•	 過去3年間の世界のモバイルサー
ビス収益は年率4.6%、トータルで
約15%2成長している
•	 サービスのイノベーションとエコシ
ステムのコラボレーションが収益
性の高い成長を促進するカギを握
る

1 本記事全体のサービス収益の参照は、為替変動の影響を排除するために一定のFX（Foreign eXchange）レート をベースにしています。
2 ドイツ銀行およびゴールドマン・サックスによるデータ
3 GSA、2023年12月

を失っており、ネットワークの保守運用コス
トが増加しています。経済状況が利益率を
圧迫しており、通信事業者は収益性の高い
成長を促進する新しい方法を見つけること
を余儀なくされています。
ポジティブな面では、サービス収入が伸
びる兆しが見られています。2020年〜2023
年の過去3年間で、世界のモバイルサービ
ス収益は合計で約15%、年間4.6%増加しま
した。これは長年のサービス収入の減少に
続く、大きな軌道の変化です。
インフレはコスト増と収益増の両方に
寄与します。一部の通信事業者は CPI

図2：モバイルサービス収入の伸びと世界のインフレ率

変
化
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％
）

出典（収益）：エリクソンによる公開財務諸表の分析
出典（インフレ）：ドイツ銀行とゴールドマン・サックスの情報に基づくCPIの動向に関するエリクソンの分析。
点線は推定値を示す
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2020年以降のグローバルARPUの
伸びは5％を超えています。

5%
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方法
本記事は、公開されている財務諸表や業界アナリストのレポートなど、複数の情
報源から得た財務データをエリクソンが分析した結果に基づいています。使われた
データは、約230の市場（正式な国家とその他の地域）の通信事業者の財務記録を
カバーしており、世界のモバイルサービス総収入の約95%を反映しています。年間
サービス収益はフィルタリングなしの集計レベルで示され、すべての通信事業者を
表しています。売上高とARPUは為替変動の影響を除いた固定為替レートを使い、
米ドルで表示しています。

出典：エリクソンによる公開財務諸表分析

図3：ARPUと5G契約の普及率
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堅調な需要を示す ARPUの増加
サービス収入の増加に加え、世界のトレ

ンドはARPUの増加、すなわち通信サービ
スの堅調な需要を示しています。

2020年以降のグローバルARPUはCAGR
で年率1.7%、トータルで5%を超える成長を
しています。この理由の一つは、プリペイド
とポストペイドの加入の組み合わせが変化
していることです。高額な後払い加入の割
合が同期間に33%から36%に増加しまし
た。5G加入は通常は後払いのカテゴリーに
属します。
スマートウォッチやアラームその他の消
費者向けIoT機器などのデバイスの追加加
入と料金はサービス収益の増加に寄与し
ますが、一般にARPUが低い契約では混合
ARPUへの影響が希薄化するため、その伸
びは必ずしも通信事業者が報告するARPU
の数値に反映されていません。

収益性の高い成長のカギを握るサービス
のイノベーション
市場における課題と機会は、時間の経
過とともに変化する可能性があります。通
信事業者が収益性の高い成長を促進する
ためのカギは、アプリケーション開発者、デ
バイスメーカー、システムインテグレーター
による広範なエコシステムと共に、モバイ
ルデータサービスを販売する革新的な方
法を模索し続けることです。そういう意味で
は、5Gネットワークの早期展開、5G加入者
の増加、モバイルサービス収益の増加は、
通信事業者が消費者、企業、社会に価値を
提供する上で重要な役割を果たす長い旅
の始まりに過ぎません。
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図4：通信事業者のコンテンツアグリゲーターとしての役割

バンドルによる節約顧客

コンテンツ事業者への加入

5G SAへの移行は、ネットワークスライシングなどの価値ある新しい
ツールを提供し、通信事業者がサービスを再発明して顧客に付加
価値を提供するための新たな機会を生み出します。

消費者向け5G収益化の
成功へのステップ

主な知見
•	 現在ほとんどの通信事業者は4Gと
同様の方法で5Gを推進しており、
収益を伸ばすためより多くの方法
を模索することが急務となっている
•	 ベースラインの接続、サービスアグ
リゲーション、体験ベースの接続
が、効果的な差別化と5Gの収益化
を可能にするステップ 
•	 通信事業者は5Gツールボックスの
重要な機能を使うことで、ユーザー
のQoE（Quality of experience：体感
品質）への取り組みを開始できる

2019年に5Gが商用化されたときに、5G
はネットワーク、アプリ、サービスに対する認
識の広範な変化を告げるものであり、通信
事業者は5Gを単なる「次の通信世代」では
ない、新しく革新的なものとして位置づけら
れるはずでした。
しかし今日、ほとんどの通信事業者は、
最高かつ最速で最も信頼性の高いネット
ワークとして、5Gを市場で売り込んでいま
す。このような差別化の欠如は、世界中の
300の通信事業者のサービスパッケージ
ングに関する調査で確認されています。特
定の市場においては、通信事業者のサー
ビス間に加入者パッケージの差別化がほ
とんどない、もしくは全くないことが明らか
になっています。
一方で大多数の消費者は、大量の未使
用データを抱えて月末を迎えています。一
部市場のモバイルデータプランには、毎月

100GB、500GB、1,000GBのデータが含ま
れています。しかしスマートフォン1台あたり
の世界平均の月間データ使用量は約20GB
であり、データ消費量が世界で最も多い市
場でも依然として平均50GB未満です。
キラーアプリが出現する可能性は低く、
旧来のマーケティング手法では5Gの価値を
アピールするには不十分です。基本的な点
を再検討し、成長の達成に向けてより多く
の方法を模索することが急務となっていま
す。幸いなことに5G SAが利用できるように
なったおかげで、この移行を可能にする適
切なツールが登場しています。
通信事業者はこの状況を乗り切るため
に、基礎に立ち返って提供サービス全体を
見直し、利用可能化していくすべての新しい
ツールを活用し、それらがもたらす機会を
最大化する必要があるでしょう。
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ベースラインの接続が引き続き基盤に
ベースラインの接続は、今日すべての通
信事業者が依存しているサービス収益創出
の基盤です。したがって、健全で収益性の高
い長期的な成長を実現するために、ベース
ラインの接続プランの維持と開発に力を注
ぐことには正当な理由があります。
エリクソンが世界中の300社を超える
通信事業者を対象に実施した調査によ
ると、ほぼすべての通信事業者がベース
パッケージとしてデータバケットの組み
合わせを提供しています。しかし特に5G
を提供するデータプランでは、データプ
ランが急速に拡大して無制限に広く使わ
れる傾向があります。世界全体では42%
の通信事業者が無制限プランを導入し
ています。西欧では通信事業者の89%が
無制限のデータプランを持っており、多く
の事業者がポストペイドの体系全体、ま
たは5G用にそれを展開しています。通信
事業者は無制限プランによって、使用量
が増えたときに収益を伸ばす可能性を
事実上制限することで、自らをリスクにさ

らしています。既存のスマートフォンユー
ザーのデータ使用量は、世界全体で年間
約20%増加しており、XRやクラウドゲー
ムなどの一部のサービスによって生成さ
れるデータ使用量の増加により、さらに
拡大する可能性があります1。データ消費
量が増えているのにデータ上限に達しな
ければ、加入者が通信事業者と新たに契
約する理由は、おそらくデバイスのアップ
グレード以外にほとんどありません。
解決策は、プランの構成を積極的に調整

し、さまざまな加入者セグメントの実際の
使用状況に合わせてパッケージを再調整
することです。これには長期的な成長のた
めに無制限データプランをなくしたり、小規
模な最上位層の市場セグメントに制限した
り、大容量データプランや無制限データプラ
ンをより適切なサービスプランに置き換え
たりすることが含まれます。これは特にこの
ようなパッケージングが何年も前から存在
する市場での課題となります。
しかしこれは通信事業者にとっては大き
な恩恵となるはずで、5Gが提供するツール

ボックスや機能をフルに活用するためには
必須かもしれません。

5Gが実現する利点の一つは、非常に高い
スループットです。5Gネットワークが世界中
で運用される今、スマートフォン向けの速度
階層型プランはますます人気が高まってお
り、現在約27%の通信事業者に活用されて
います。
消費者は速度と品質を同一視する傾向
があるので、これはより多くを支払うため
の優れた動機付けとなり、QoS（Quality of 
Service：サービス品質）指向のプランを提
供するための重要なステップとなるでしょ
う。
速度階層は、バケットと無制限のデータ
を備えた既存のモデルと組み合わせること
で、ユーザーを目的のパッケージや提案に
導くツールにもなります。これは無制限プラ
ンの提案から抜け出し、バケットプランを適
切なサイズに調整する方法となるかも知れ
ません。

5Gが提供する新機能が可能にする機
会への対処にフォーカスする。これによ
りQoEを新しいサービスの重点に位置
付け、既存のサービスにパッケージを追
加することが可能になる。
これによりユーザーの多様化が進
み、ユーザーはよりパーソナライズされ、
差別化されたサービスにアクセスできる
ようになる。

通信事業者が小規模な収益源を抽
出できる広範なエコシステムを提供
する。これは通常、個々のサードパー
ティのサービス提供者とのシンプルな
合意を通じて行う（特定のサービスカ
テゴリーの利用に接続を結び付ける
など）。大量のサービスを提供して市
場でのポジションを確保することは、
一般的にマーケットプレースから恩恵
を受けるものであり、サードパーティ
のサービスや将来の独自サービスと
パッケージングの効果的な基盤を構
築する。

基盤を提供し、データバケットプラン
（速度階層有無を問わない）、デバイ
スベースプラン、ファミリープラン、デー
タ共有プランなど既存のパッケージと
ビジネスモデルを含める。これには関
連するあらゆるリスクを含めた無制限
データプランおよびFWAによる基本的
な家庭用ブロードバンドも含む。

サービスの集約とバンドル
マーケットプレースの活用

体験ベースの接続
5G機能ベースのアップセルサービス

ベースラインの接続
既存ビジネスの進化

1 エリクソンモビリティレポート 「5G set to account for 25% of mobile data traffic this year」（ 2023年11月）

図5： 差別化への階段型アプローチ

https://www.ericsson.com/en/reports-and-papers/mobility-report/dataforecasts/mobile-traffic-forecast
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この例は、無制限データプランがデータ
バケットよりも魅力に欠ける遅い速度で提
供されている一部の市場で見られます。同
様に速度階層は、急激に成長して大きくな
りすぎた既存のプランよりも使用量に見合
った小さなデータバケットのセットをサポー
トするために使われます。また通信事業者
がAIを使ってデータバケットと対応する価
格を各ユーザーの使用パターンに適合させ
る例もあります。

サービスアグリゲーションでさらに伸びる
収益
通信事業者は従来、メディアコンテンツ

やその他のサービスをバンドルしていまし
た。これには最上位のパッケージへの付加
価値サービスまたはバンドルサービスが含
まれ、ハードバンドルと呼ばれます。付加価
値としては単純な24時間電話サポートや
デバイスのウイルス対策ソフトウェアも考
えられますが、最も魅力的なバンドルは、
サードパーティが提供する動画または音楽
ストリーミングサービスを利用するもので
す。
サービスアグリゲーションとは、一般に階
層に関わらずすべての加入者に多数のサー
ビスと各種のサービスの両方を提供するこ
とを意味します。提供されるコンテンツは通
常はストリーミングサービスにとどまらず、
ライフスタイルやウェルビーイングなどの分
野にまで及びます。
これを最初に行った移動体通信事業者
の一つがオセアニア地域にあります。この
会社のウェブサイトでは、ユーザーが15種
類以上の異なるサービスを探して加入でき
ます。他の市場と同様に、加入者が請求書
に追加するサービスは、個々のコンテンツ
所有者との小売契約に基づいて、通信事業
者にも若干の収益をもたらします。直接的
な収益に加え、これらのサービスを一つ以
上追加した加入者は解約する傾向が低くな
ります。また、月額プランに二つ以上のサー
ビスを追加する割引インセンティブがある
場合、特にその傾向があります。
一部サービス間ではデータ使用量に大き
な違いがあり、パッケージの最適な調整が
困難になります。少なくともデータを大量に
消費するサービスでは、接続を分離できる
ことは理にかなっています。多くの通信事業
者は、規制当局が特定の条件下で認めてい
るサービスベースのパッケージまたはゼロ
レーティングと呼ばれる方法でこれを行っ
ています。
サービスベースのパッケージは、通常は
基本データプランのアドオンパックとして
利用できる動画や音楽のストリーミング、
ゲームなど、サービスのグループまたはカ
テゴリーを対象としています。これらのパッ
ケージを使う消費者は、基本契約やデータ
プランのデータを消費することなく、選択
したカテゴリー内のサービスを利用できま
す。規制当局が定める重要な条件は、基本

加入のデータを使い果たしたらサービス
ベースの接続を停止することです。
ゼロレーティングだからといって、必ずし
もサービスを無期限に使えるわけではあり
ません。対象とするサービス専用に使える
パッケージのデータ量または時間 （時間バ
ケット） が限られているバージョンもありま
す。この最も重要な点は、顧客に手頃な価
格とパッケージでサービスを提供しつつ、使
用量の増加に合わせて収益を拡大する力
です。
サービスアグリゲーションは次のステップ
の基礎を築きます。現在これを提供してい
る通信事業者は、サービスの位置付けと販
売のための市場構築にかなりの労力を費
やしています。このような市場は、それを見
つけてアクセスした加入者にアドオンサー
ビスを販売する優れたツールです。ただしこ
うした市場は効率的で、かつさまざまなエ
コシステムの多数のサービスを費用対効果
の高い方法で処理できる広範なデジタル統
合とトランスフォーメーションの一部でなく
てはなりません。マーケットプレースが生産
性の高い機械となり、また通信事業者が
収益化したい将来の製品やパッケージの
ためのプラットフォームとなることが理想
的です。

ユーザー体験に対応する体験ベースの接続
3番目のステップでは、5Gのツールボック

スをフルに活用し、ユーザー体験への対応
を開始します。通信事業者は、特定のユース
ケースやアプリケーションに差別化された
新しいレベルの性能を提供できるようにな
りました。例えばスループット保証、信頼性
の向上、セキュリティ、低遅延などは、消費
者と企業のSLA（Service Level Agreement）
の基礎を形成できるでしょう。これらは従来
モバイルネットワークに実装することが困
難あるいは不可能だったものです。
一部の市場で初期に開始された差別
化サービスは、通常は特定のアプリケー
ションまたはユーザーセグメントをター
ゲットとするアドオン的なものでした。提
供されるサービスは、何らかの形で性能
を確約する、明確なユースケース向けに
パッケージ化されています。たとえばシン
ガポールの通信事業者はネットワークス
ライシングを活用し、F1レースのトラック
訪問者がスマートフォンでレースを楽しむ
際に、より優れた体験を提供しました。他
の通信事業者は、インフルエンサーやライ
ブの瞬間を共有したい人々をターゲット
にしたサービスで、アップリンク性能を向
上させて課金しています。技術的な解決
策はネットワークスライスを使うものもあ
れば、よりシンプルな優先機能を使うも
のもあり、少しずつ異なります。その他の
例としては、ハードウェアとソフトウェアを
含む完全なパッケージソリューションや、
追加料金を必要とする性能保証がありま
す。
体験ベースのサービスやパッケージは、		
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体験ベースのサービスやパッケージは、
具体的なユースケース、顧客セグメント、
場所を対象とするため、基盤となるソリュー
ションの価値や価格に大きな差別化が生じ
得ます。最大遅延が 40 ミリ秒であるネット
ワークスライスがパッケージ化され、二つの
まったく異なるユーザセグメント向けに販売
されているとしましょう。低遅延接続に関心
が高いことが知られているかなり大きなセ
グメントの一つはゲーマーです。ゲーマー
は低遅延接続にかかるコストを、オンライ
ンプレイの際に友人よりも有利になる可能
性と比較検討します。同じスライスをデイト
レーダーに提供すれば、ユーザーの収益を

増やす機会として非常に大きな価値がある
と見なされるかも知れません。
通信事業者は、究極的にはいつでもす
べての個人のニーズに対応したいと考える
でしょう。しかし実際にはある程度のセグ
メント化が必要です。使われるアプリケー
ション、ユーザーの場所、ネットワーク負
荷や時間帯、アプリ内／コンテンツベース
のマーケティング、オプトインとオプトアウ
トの選択、組み込みサービスの課金などの
要素間に相関関係がある場合、まったく新
しい方法で差別化を図ることが可能になり
ます。APIを使えばアプリケーション側が
ネットワークの特定の機能を要求できる一

方、通信事業者はユーザー、アプリ開発者、
またはその両方から支払いを受けることに
なります。もう一つのエキサイティングな
ツールは、アプリ内通信または OSを介し
て、ユーザーとリアルタイムで通信する機
能です。
アプリ内購入とコンテクストベースの
マーケティングを試験した通信事業者
は、この方法が従来の方法よりもはるか
に効果的だと述べています。この方法で
はマーケティングのキャンペーンにうんざ
りしているユーザーを含め、すべての人
が利益を得ることができます。

インフルエンサーを
ターゲットにしたサー
ビスとして、通信事業
者は追加料金により、
よりよいアップリンク
性能を提供します。
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図6：米国の大手事業者5社がデュアルプ
レイブロードバンド戦略で競合

92%

43%

モバイル純増数 – 4四半期連続

57%43%

米国の通信事業者は、モバイルおよび固定ブロードバンドで5Gの成
長拡大に成功しています。この市場は、従来の事業の垣根を超えて拡
大している五つのティア1通信事業者によって形成されています。

2023年に北米におけるモバイルブロードバ
ンド加入者の5G普及率は60%を超え1、FWA 
が固定ブロードバンドの純追加契約数の90% 
以上を獲得しました。北米における5Gの成功
のカギとなったのは、5G事業者がデュアルプ
レイブロードバンド戦略で競争できるようにし
たデータプランです。
ケーブル事業者は固定ブロードバンドを超
えて拡大し、無線サービスを提供しています。
このセルラーサービスはユーザーが自宅やオ
フィスにいるときはWi-Fi、屋外にいるときは
MVNO（Mobile Virtual Network Operator）コン
ポーネントを優先し、セルラートラフィックの
多い地域ではCBRS（Citizens Broadband Radio 
Services）2を追加します。結果として二大ケー
ブル事業者は、総モバイル追加契約の43%を
獲得しました。

5G事業者はFWAを使い、三つの異なる周
波数帯で固定ブロードバンド市場に進出して
います。合計して、固定ブロードバンドの純追
加契約の90%以上を5Gが獲得していますが、
ケーブルは1桁台にとどまり、光ファイバーの
成長は銅線の減少を補っているにすぎませ
ん。
純増数は、すでに二つのブロードバンド
サービスを有していてより手頃な価格を求
めた顧客と、単独の既存サービスに固定ま
たはモバイルを追加した顧客の組み合わせ
を表しています。
図6の三つの大手移動体通信事業者は、い
ずれもミッドバンドのカバレッジと容量の拡

大にフォーカスして早期から5Gネットワーク
構築に投資しています。データプランの価格と
価値は、通常は既存のスマートフォン顧客を
維持するために特別な注意を払いつつ、より
価値のあるプランへのアップグレードを促し
ます。これは0.8〜0.9%の間で変動しているポ
ストペイドの月額加入の解約率の低さに反映
されています。
さまざまな固定ブロードバンドプランを提
供することで、5G通信事業者は単純さ、つまり
簡単なインストールと起動、わかりやすい請
求書を武器に、ほとんどの消費者のブロード
バンドニーズを満たすことができます。多くの
場合、選択肢は適切なピークレートの選択に
限定され、同じ事業者の固定ブロードバンド
とモバイルブロードバンドに加入すると割引
が適用されます。これらプランは都市部と郊
外でうまく機能することが証明されており、デ
ジタルインフラが限られている米国の農村部
のデジタル格差を埋める上で大きな役割を
果たす準備ができています。
より価値の高いFWAプランの導入が成功
したことは、NSAのアーキテクチャーでどの
程度すでに5Gの収益成長を実現できるかを
示しています。米国の事業者の次のステップ
は、SAアーキテクチャー、ネットワークスライシ
ング、オープンネットワークAPIで導入される
新機能の可能性を追求することです。

世界の他の地域への影響
米国のティア1移動体通信事業者は、デュア

ルプレイブロードバンド戦略がFWAからの新た
な収益を引き付け、モバイル顧客ベースを維持
するカギを握っていることを証明しました。これ
までは固定アクセスネットワークを持っていな
いことや、認可されたモバイル周波数帯を所有
していないことが障害となっていたのです。
現在の5Gの世界ではこれらの境界はより曖
昧になり、競争環境はより複雑化し、固定通信
事業者と移動体通信事業者の両方に影響を与
えています。
米国市場は、FWAが固定ブロードバンドの
収益を引き付けること、また5Gをすべてのデジ
タルサービスの基盤として活用できることを示
しています。

現在の5Gの世界ではこれらの境界はより曖
昧になり、競争環境はより複雑化し、固定通信
事業者と移動体通信事業者の両方に影響を与
えています。
米国市場は、FWAが固定ブロードバンドの
収益を引き付けること、また5Gをすべてのデジ
タルサービスの基盤として活用できることを示
しています。

デュアルプレイブロード
バンド戦略で競う米国の
事業者

ケーブル／MVNO

ファイバー／銅線
モバイル5G／FWA

出典：　米国のティア1固定およびモバイルブロード
バンド通信事業者の四半期報告書（2022年第4四半
期から2023年第3四半期）

主な知見
• ブロードバンド事業者はデュアルプ
レイ（固定と移動）ブロードバンド
戦略で競争力を高めている

• 5Gモバイル通信事業者は、固定ブ
ロードバンドの純追加契約の90%
以上を獲得している

• ケーブル通信事業者は、モバイル
純増の40%以上を獲得している

1 エリクソンモビリティレポート（2023年11月）
2 CBRS はユニークなミッドバンド帯共有タイプで、ライセンス バージョンとライセンスなしバージョンの両方で利用可能

固定ブロードバンドの純増数 – 4四半期連続
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1 エリクソンの推計 2023年11月
2 Ericsson Fixed Wireless Access Handbook.

5G上でFWAを提供する通信事業者の数はすべての地域で増加して
おり、世界的な規模の経済を生み出しています。

速度階層型FWAによる
価値の向上

FWAは、サービス収益と接続普及率の
面で最も成功した5Gユースケースの一つ
に浮上しています。インフラの進歩と5Gの
進化を活用してこの大きな機会をつかむこ
とで、通信事業者のFWAの収益は2029年1

までに750億米ドルに達すると推定されて
います。現在も10億を超える家庭や企業が
ブロードバンドサービスにアクセスできな
い2ことを考えると、市場はさらに拡張する
可能性があります。

成功する戦略を採用したフロントランナー
接続の取り込みで大きく成功している通
信事業者は、資産と市場の状況に応じて3
種類のFWA展開戦略を活用しています。速
度階層型プランは普及が進んでおり、高速
で信頼性の高いブロードバンドに対する消

主な知見
• FWAの価値創造は、追加収益、運
用コスト削減、スマートに最適化さ
れた設備投資といった手段をモバ
イルブロードバンドと組み合わせる
ことで達成できる

• 成功する三つのFWA導入戦略はさ
まざまな市場ニーズに合わせて、
移行し、競争し、接続ギャップを埋
めるための手段を提供すること

• 通信事業者は、速度階層型価格モ
デルを採用することで、多様な顧客
セグメントにわたって収益創出と
市場での差別化の機会を創出でき
る

費者や企業のさまざまなニーズを満たすカ
ギとなっています。

5G FWAを開始した50%のグローバル通
信事業者のうち、一部の事業者は、2〜4年
の間で顧客ベースを数倍に拡大していま
す。
この記事では、価値創造のための重要
な手段、現在追求されている三つの成功戦
略、5G FWAの価値を最大限に引き出す速
度階層プランの実装方法について概説しま
す。

価値創造のための重要な手段
FWAによる価値創造には三つの重要な
手段があり、通信事業者にはその市場での
地位と資産に応じて、この機会をつかむ力
があります。

価値創造のための三つの重要な手段
収益の増加：最も一般的
新しいFWA接続により、通信事業者
は収益を増やすことができます。たとえ
ば既存の顧客を低速の提案（xDSLな
ど）から高速の5G FWA提案に移行させ
ることで、ARPUの上昇を達成できます。
またFWAを迅速に展開できるという事
実は、事業者がファイバーなどの導入
に時間がかかる他のテクノロジーと比
べて数週間（または数ヶ月）の追加収益
を得られることを意味します。通信事業
者はFWA接続の収益に加えて、動画ス
トリーミング、テレビ、ゲームなどの付
加価値サービスを提供できます。

運用コストの削減：運用上のメリット
従来の銅線ベースの固定ブロードバ

ンドネットワークを持つコンバージド通
信事業者は、xDSLのエネルギー消費と
保守運用コストを削減できます。FWA
をモバイルブロードバンドにバンドルす
る運用上のメリットとしては、加入者獲
得コストの削減、解約率の低減、FWA
が展開されている地域でのモバイルブ
ロードバンド容量の増加などがありま
す。また事業者は、4G FWAトラフィック
をGBあたりのコストが低いより効率的
な5G FWAに移すことで、移行によるコ
スト削減も実現できます。

スマート設備投資：アグノスティックな
投資配分
コンバージドサービス事業者にとっ
て、初期費用と家庭あたりのコストがフ
ァイバーと比べて低いFWAは、設備投
資を最適化する代替手段となります。ま
た投下した設備投資もモバイルブロー
ドバンドと共有できるので、リスクを軽
減できます。モバイルサービス専業の事
業者は、大都市以外での大容量展開を
支える追加の収益源を得ることができ
るため、結果的にモバイル ブロードバン
ドのユーザー体験が向上し、GB あたり
のコストが削減されます。

https://www.ericsson.com/4ade15/assets/local/reports-papers/further-insights/doc/fwa_insights_3_closing_extracted.pdf
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FWA開始後の年数

図7：通信事業者A～Hが採用した主なFWA戦略
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モダナイザー （A 、B）
• DSLユーザーをFWAに
移行

• 4G FWAから5Gへ移行
•	 既存の有線事業者

チャレンジャー （C～G）
•	 既存の固定ブロードバン
ドの独占に挑戦

•	 低速固定ブロードバンド
をターゲット

•	 対象地域を選択

デジタルデバイドクローザー
（H）
•	 まばらなルーラルエリア
のFWA

•	 屋外CPEによる高速通信
•	 政府のインセンティブを
活用

•	 衛星をFWAに移行
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主な技術：         4G         5G 

   モダナイザー         チャレンジャー         デジタルデバイドクローザー

市場での地位と展開戦略
バリューレバレッジ全体の可能性を十分
に探るために、主に三つの異なるFWA戦略
が世界で活用されています。これらの戦略
は、図7に人口規模別（全通信事業者を人
口1億人の国で正規化）で指数化した導入
率とFWA接続増加率との対比で示していま
す。通信事業者もこれらの戦略を組み合わ
せて使っています。

顧客基盤の移行と維持
モダナイザーはレガシーのxDSLネット
ワークを持つコンバージド通信事業者で、
加入者をFWAに移行することによって、運
用コストを削減し、顧客を維持し、より高速
な高額サービスを販売します。この戦略に
は、4G FWA から 5G FWA接続への移行も
含まれます。迅速な導入曲線は、これらの
事例が新規顧客の獲得ではなく、主に既存
の顧客の移行であることを示しています。レ
ガシー顧客ベースの維持と転換に重点が
置かれています。

固定ブロードバンドの隣接関係の獲得
チャレンジャーは通常、12ページの記事
の米国の通信事業者など、既存の固定ブ
ロードバンド事業者に挑戦するモバイル専
用通信事業者またはコンバージド通信事
業者です。これらの通信事業者は、主に低
速ブロードバンドの加入者を高速5G FWA
にアップグレードすることに重点を置いて
います。チャレンジャーは、固定ブロードバ
ンドの選択肢が一つしかない地域をター
ゲットにしてより競争力のある価格帯を提
案することが多いです。チャレンジャーの多
くは日和見主義であり、競争状況と利用
可能な容量に基づき、適正な分野に限って
FWAを販売しています。

サービスが行き届いていない地域にフォー
カス
デジタルデバイドクローザーは、主に
ルーラルエリアのブロードバンドで高速
を実現する通信事業者です。これにはモ
バイルおよびコンバージド通信事業者に
加え、FWA専用事業者が含まれる場合が
あります。図7の例は、ルーラルエリアの
家庭をつなぐFWAのみのネットワークを
構築したホールセールブロードバンド事
業者のものです。10年に渡って4G FWA
を提供してきたこの通信事業者は、既存
の衛星顧客をFWAに移行するなどで、5G 
FWAネットワークの拡張とアップグレード
を開始しました。

家庭や企業は、デジタルエンターテイ
ンメント、在宅勤務、生産性の向上の
ために、高速で信頼性の高いブロー
ドバンドを求めている
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速度階層 – 大規模サービスの機会
家庭や企業は、デジタルエンターテイン

メント、在宅勤務、生産性の向上のために
高速で信頼性の高いブロードバンドを求め
ています。サービスの大半（70%）はベスト
エフォート型ですが、ブロードバンド通信事
業者が速度ベースでサービスを差別化する
ことがますます一般的になり、多様な顧客
のニーズと予算に対応する価格モデルを開
発できるようになっています。
多くの場合、高速性はプレミアム価格で
提供されるため、通信事業者は、顧客が
データにアクセスする速度に基づいて、さ
まざまな収益源を生み出すことができま
す。より包括的な速度オプションの提供ま
たは競合他社より優れた速度により、通
信事業者は特定の速度またはQoSを求
める顧客を引き付けることができます。
エリクソンが100カ国を超える国々の310
の通信事業者が提供する小売パッケージを
調査した結果、FWAへの速度階層型価格
モデルの適用の人気が増えていることがわ
かりました。現在のFWAの料金プランには、
主に標準と階層型の二つの料金プランモデ
ルがあり、そのいずれも通信速度を重視し
ています。

標準速度
標準速度プランでは、単一のFWAプラン
を持つ通信事業者が平均／標準速度プラ
ンを広告します。
これはシンプルなモデルで、多くの場合
は標準下り速度100〜150Mbpsなど、さ

図8：速度階層型プランと新規プランの相対的な比率

2022年4月 2023年11月2023年4月2022年10月
0%

100%

21% 16% 19%

11%

70%

5%

79% ベストエフォート

標準速度

階層化速度
30%

まざまな速度を謳って販売されています。
事業者はほとんどの場合、このような料金
プランに屋内型CPE（Customer Premises 
Equipment）を使用します。

速度階層
固定ブロードバンド提案と同様に、段階
速度プランには二つ以上のFWA速度階層
を持つ通信事業者が関わります。速度階層
は、特定の場所／住所に適用されます。事
業者はこのような速度階層を提供するため
に、サイトの容量計画やネットワーク機能な

どの要素を組み合わせ、受信状態とアンテ
ナ利得を向上させる屋外型CPE を導入する
ことも一般的です。

新たなプラン
FWAの料金プランは、新しいギガビット
速度や、アップリンクと遅延の改善といった
体験強化機能により、さらに進化すること
が予想されています。このような料金プラン
は、ゲームやエンタープライズサービスなど
の住宅サービスの特定のニーズにフォーカ
スしています。
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速度階層型の実装
ネットワークと 進化したCPE 機能により、
速度階層のスムーズな実装が可能になっ
ています。最も一般的な最初のステップは、
対象エリアで屋外CPE、ジオロック、5QI（5G 
QoS Identifier）を使ったサービス差別化を
確実に利用できるようにすることで、ネット
ワークの性能を最適化することです。5G SA
では、エンドツーエンドのスライシングと無
線リソースのパーティショニングにより、モ
バイルブロードバンドの性能を保護しなが

図9： 継続的な性能管理

ら最低限のFWAリソースを確保します。次
の実装ステップには、スケジューリング、管
理、自動化の強化により改善されたインテ
リジェントなQoSが含まれます。
差別化機能が進化するにつれて、組織の

さまざまな部分を同期させて継続的な性
能管理を行う必要があります。これらの組
織に関わる分野には、トラフィック増、利用
可能な速度、対象エリア、必要なCPEタイ
プ、地理的な販売と取り込み、顧客満足度
などの分野に関わる運用、エンジニアリン

図 10： 差別化のためのネットワークと
CPE機能の進化

グ、販売、カスタマーケアが含まれます。　
要約すると5G通信事業者は、現在高速

で信頼性の高いブロードバンドが不足して
いる10億以上3のエリアにサービスを提供
し、デジタル格差を解消し、消費者と企業に
力を与えるのに有利な立場にあります。

• E2Eのネットワークスライス
•	 スケジューリング強化による QoS改善
•	 インテリジェントなQoS管理と自動化

次の手段

• 5G SAの5G FWA
•	 モバイルブロードバンドとFWAの最小リ
ソースを保護するRRP（Radio Resource 
Partitioning）

強化

• 5QI／QCIによる差別化
•	 帯域幅制御／ポリシー制御を使った速度
階層（最大）

•	 屋外CPEとジオロックのある対象エリア

最も一般的

3 Ericsson Fixed Wireless Access Handbook.

運用
•	 使用率と最頻時
速度

• FWAトラフィック
の増加

• FWA対象地域

販売&
カスタマーケア

•	 地域販売と取り込み
•	 フルフィルメントとイン
ストール
•	 満足度／解約

エンジニアリング
• FWAの容量構築
• FWAスライスの構成
• FWA速度階層の設定

https://www.ericsson.com/4ade15/assets/local/reports-papers/further-insights/doc/fwa_insights_3_closing_extracted.pdf
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通信事業者がもたらす主なメリット

新しいパートナーのオンボーディングに時
間がかかることがある 信頼できるパートナーによる市場参入

コンテンツ事業者の主な課題

通信事業者は、大きな市場規模が見込める新しい配信チャネル
をコンテンツ事業者に提供する独自の立場にあります。

消費者は、自分に関連性の高いパーソナ
ライズされたサービスの選択を求めるだけ
ではありません。いつでも加入できる柔軟
性も必要です。加入者は、最新または最高
のストリーミング番組を求めてさまざまな
プラットフォーム間を定期的に移動し、新し
いライブスポーツや音楽イベントといったイ
ンセンティブがあると再加入したりします。
通信事業者は、これらの消費者ニーズを
活用し、コンテンツ事業者に代替販売チャ
ネルを提供できるという独自の立場にあり
ます。多くの通信事業者は、展開する地域
の市場に多くの顧客ベースを抱えており、
一般に信頼できるパートナーと見なされて
います。従って売上を伸ばすために既存の
小売チャネルやデジタルチャネル、コンテン
ツや加入サービス請求機能を活用するこ
とができます。また通信事業者はB2B2Cや
アグリゲーションの機会を探るのに適した
立場にあり、割引、サービスバンドル、ロイ
ヤルティリワード、その他の顧客エンゲージ
メント活動を通じてコンテンツの消費を促
すことができます。

通信事業者は販売チャネル以上のものを
提供できる
図11に示すように、通信事業者はコンテ

ンツ事業者に並行配信チャネルを提供でき
るというユニークな立ち位置にあります。通
信事業者は小売チャネルに加えて、セルフ
サービスや請求を最適化したり、パーソナラ
イズされたキャンペーン提案を提供したり
するために、独自のデジタルチャネルやアプ
リを開発しています。
通信事業者は多くの場合、加入者と
の信頼関係を享受し、確立されたプロセ
ス、チャネル、請求メカニズムを通じた市
場へのルートを有しています。欧州の約
56%の消費者は、通信事業者から接続以
外のサービスを購入すると回答していま
す1。

コンテンツ事業者とのパートナー
シップがもたらす新しいビジネス
モデル

主な知見
•	 通信事業者が有する加入者とその
利用パターンに関する知見は、コン
テンツ事業者に新たな市場ルート
をもたらす可能性がある
•	 通信事業者が個別または共同で
開発できるコンテンツ事業者との
パートナーシップモデルには多くの
可能性がある
•	 明確に定義されたオープンAPIは、
通信事業者とコンテンツ事業者の
提携を成功させ、サービス、市場投
入時間、コスト削減などの分野の
改善に役立つ

図11： 通信事業者は市場への新しいルートを提供することで、コンテンツ事業者によ
る主要な課題への対応を支援できる

加入者に近いホスティングサーバーは高コ
ストで保守が困難なことがある 現地の技術パートナー

モバイルデータのコストに事業者が影響
力を及ぼせない モバイルデータを含むサービスパッケージ

支払いが失敗するリスクが高い キャリアが直接加入者を決済

加入者のサービス体験に大きな振れ幅
がある サービス品質の保証

これは電話保険、サイバーセキュリティ、
ホームセキュリティなどのサービスに加え、
エネルギー、医療、金融サービス関連製品
に特に当てはまります。
大多数の通信事業者は加入者とキャリ

ア間で直接の請求関係を構築しています。
これはB2B2Cの加入収益を増やすのみな
らず、期限切れのクレジットカードや古い支
払い情報や誤った支払い情報などに起因す
る未払いによる不本意な解約を減らすこと
にもつながります。また通信事業者は加入
者とその消費パターンに関する豊富な知見
を有しているため、加入者ベースで関連す
るパーソナライズされたサービスを提供で
きます。

1 McKinsey & Company「Thinking like a 'ServCo'： How telecos can drive B2C growth」（2022年11月15日）

https://www.mckinsey.com/industries/technology-media-and-telecommunications/our-insights/thinking-like-a-servco-how-telcos-can-drive-b2c-growth
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五つのパートナーシップモデル： 潜在的な収益 投資 ロイヤリティ効果

通信事業者への影響

サ
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I

リセラープラス

リセラーソフトバンドル

基本的なリセラーモデル

リセラーハードバンドル

リセラーフロー リセラーフローは影響と有効性を高め改善する

サービスアグリゲーション

しかし成功のカギを握るのは、サード
パーティコンテンツのオンボーディングと
プロビジョニングのための迅速で合理化
されたプロセスです。英国を拠点とする
ある通信事業者は、2018年以降、APIの
定義とオンボーディングに成功すること
で、パートナーエコシステムの規模を2倍
に拡大したと報告されています。
また通信事業者は、コア接続サービスを
活用して包括的なサービスパッケージを設
計することで、コンテンツ事業者を支援する
ことができます。これには特定のサービス
に対して一定量のモバイルデータまたはス
ポンサーデータを定義することが含まれる
場合があります。たとえばラテンアメリカの
通信事業者は、ゲームバンドルに2時間の
無制限データを含めています。またゲーム
やビデオストリーミングなどのサービスに
のみ使えるデータのみを含むアドオンパッ
ケージを販売している事業者もあります。
コンテンツ事業者は、地域の通信事業者
とテクノロジーパートナーシップを結ぶこと
で、体験の質を向上させることができます。
これはクラウドゲームなどのリアルタイム
サービスに特に深く関わります。ping時間
を短縮しゲーマーの遅延を改善するために
は、サーバーを加入者の近くにローカルに
配置する必要があります。

デジタル化とアグリゲーションで進化する
パートナーシップモデル
図12は、コンテンツ 事業者が通信事業者

と協働する方法を決定するモデルを示して
います。さまざまなタイプのコンテンツ事業
者とさまざまな目的で連携する通信事業者
は、実際にはこれらのモデルを組み合わせ
て使います。必要な投資のレベル、スキル、
リスク、報酬の可能性はモデルによって異な
ります。

モデルに関係なく、金銭的報酬は卸売契
約で定義可能で、通信事業者には小売価格
の割引が与えられます。あるいはコストを分
担する共同マーケティング契約、または合
意した小売コンテンツの収益割合を通信事
業者への収益分配とすることもできます。独
占権はこの三つすべての要素であり、金銭
的補償のレベルに影響を与える可能性が
あります。

基本的なリセラーモデル
新しいコンテンツの魅力を試験する簡
単かつリスクが低い方法は、基本的なリセ
ラーモデルです。適用は簡単で、売上と顧
客ロイヤルティとして通信事業者に適度
な報酬を提供します。これは消費者や宅
内サービスの顧客にとっての新しいサード
パーティコンテンツ（ホームセキュリティ、
サイバーセキュリティ、新しいメンバーシッ
プサービスなど）の魅力を試すための簡
単な出発点になります。
このモデルは多くの場合アドオンとして
販売され、接続サービスへのリンクがない
コンテンツに適用されます。一般に事業者
は、これらのアドオン加入をコンテンツ事
業者と同じ価格で販売します。基本的なリ
セラーモデルには単純性（追加や削除が簡
単）というメリットがありますが、他の通信
事業者が簡単にコピーできるので、顧客ロ
イヤルティの向上にはほとんど役立ちませ
ん。

リセラーのハードバンドル
リセラーモデルの一般的なバリエーショ
ンは、通信事業者が提供している一つ以上
の最上位プランと組み合わせて、コンテン
ツの静的な「ハード」バンドルを開発するこ
とです。

ハードバンドルは通信事業者にとって
はコストがかかる（マージンを犠牲にして
いる）上、消費者の嗜好の多様化が進んで
いる今、当たり外れもよくあります。しかし
一般に訴求力の強いコンテンツを含める
（たとえばエンターテイメントや音楽を接
続プランに組み込む）など、今でもその役
割はあります。またたとえば住宅市場向け
のホームセキュリティなど、ローカル市場
で特定のターゲットグループに独占的に
新しいユニークなコンテンツを導入した
り、消費者が通信事業者の値上げを受け
入れるインセンティブとして期間限定販売
する場合にも有用です。

リセラーのソフトバンドル
プランにバンドルするコンテンツを自由
に選択できるため、顧客を維持できる可
能性が高まります。現在の接続プランの
80%近くは、包括的なコンテンツとサービ
スベースで階層化されていますが、通信事
業者は、ハードバンドルからますます距離
を取っています。加入コンテンツが定義さ
れた接続プランで消費者に支払いを強制
するのではなく、バンドルに入れるコンテ
ンツを選択できるようにすれば、バンドル
は個々人のニーズにより密接に関わるも
のになります。 

リセラープラス 
たとえば通信事業者が遅延やキューの
優先順位を保証できるクラウドゲームな
ど、共同ブランドの提供でリセラーモデルを
拡大することは、事業者と消費者の両方に
とって魅力的な提案です。

図12： 五つのパートナーシップモデルと通信事業者への影響
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2 McKinsey Digital 「 Ecosystem 2.0： Climbing to the next level」（ 2020年9月11日）

このリセラープラスモデルでは、通信事
業者はローカルサーバーのホスティング及
び保守と引き換えに、自社の加入者以外の
まったく新しい顧客ベースにリーチできる
可能性があります。そうすることで通信事業
者とコンテンツ事業者両方の収益が増加し
ます。
通信事業者には追加の収益がインセン

ティブとなりますが、顧客ロイヤルティに及
ぶ効果はわずかです。これを改善する方法
は、加入者ベースのサービスを割引するこ
とです。通常はこのような共同ブランドの提
案（プランの階層化、機能、加入価格）は、
主にコンテンツ事業者によって推進されま
す。それでもリセラープラスモデルは、通信
事業者がまったく新しいターゲット層にリー
チするのに役立ちます。期間限定の共同ブ
ランドリセラー契約の一部に独占権を含め
れば、他の事業者がコピーするのは難しく
なります。これは通常は市場に登場した新
しいコンテンツまたはコンテンツ事業者に
適用されます 

サービスアグリゲーション
加入者は、ストリーミングやその他の加
入サービスへの加入と離脱を繰り返す傾
向があります。消費者の半数以上が、2023
年の最初の3四半期に少なくとも一つのス
トリーミングサービスを解約したと回答し
ています。しかしこれらの消費者の73%は、
同じ期間に別の（または同じ）ストリーミン
グサービスに加入していました2。

プラットフォームに集約することは、米国、
オーストラリア、シンガポール、オランダ、英
国などの複数の市場の通信事業者によっ
て実証されているように、興味深い提案で
す。
注目すべきは、10人の消費者中7人が、
購入プロセスを簡素化するエコシステムと

サービスの集約を重視していると回答して
いることです2。これらの市場の通信事業者
はB2B2Cのエコシステムに移行し、大手の
エンターテインメントストリーミングブラン
ドやクラウドゲームから、生産性、セキュリ
ティサービス、ライフスタイル加入サービス
に至るさまざまなコンテンツを集約して推
奨する独自のプラットフォームを構築してい
ます。アグリゲーションはリソースへの投資
が最も高くなるパートナーシップモデルで
すが、最大の報酬を生み出す可能性も秘め
ています。アグリゲーションプラットフォーム
は規模の経済を実現して、通信事業者がオ
ンボーディング、顧客獲得、マーケティング
などのコストを削減する方法です。また新し
いコンテンツやサービスパートナーをエコ
システムに導入するために必要な時間も
短縮されます。
最終的にブランド化され確立されたプ

ラットフォームは、通信事業者とコンテン
ツ事業者両方の顧客維持率を向上させま
す。またすべてのコンテンツを 一つの場所
に集約することで、通信事業者が消費者と
のエンゲージメントを高めることも容易に
なります。通信事業者は独占的なストリー
ミングコンテンツ（スポーツの生中継や音
楽など）を5G接続プランやネットワークの
優先順位と組み合わせたダイナミックな
提案を開発できます。それによって独占的
なストリーミングサービスを販売するだけ
でなく、接続プランの売上も伸ばします。

消費者は、増え続ける契約を 単一のプラ
ンと請求書で管理できる柔軟性を求めて
います。エコシステムパートナーを一つの

通 信 事 業 者 は
ロ ー カ ル サ ー
バーのホスティ
ン グ 及 び 保 守
と引き換えに、
まったく新しい
顧 客 ベ ー ス に
リーチできる可
能性がある

https://www.mckinsey.com/capabilities/mckinsey-digital/our-insights/ecosystem-2-point-0-climbing-to-the-next-level
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リセラーフロー
ハードバンドルから脱却してモデルによ
り多くの柔軟性と選択肢を導入すると複雑
さが増すリスクがあり、提案を確立して売り
出し、顧客の目の前に選択肢として提示す
る必要も生じます。これを処理する効率的
な方法は、コンテンツとバンドルの選択肢
を購入の「フロー」や行程に配置することで
す。
デジタル販売フローに投資した一部の
通信事業者は、一連のオープンAPIを定義
して、新しいコンテンツパートナーを数日で
統合できます。明確に定義されたデジタル
セールスフロー、すなわち選択可能なコン
テンツとサービスのメニューにより、購入の
容易さと透明性が向上します。選択肢が増
えれば、顧客維持率も向上します。
これらの通信事業者は、加入者ベース
への関連性が深い新しいコンテンツや選
択肢を迅速に導入できると同時に、オン
ボーディングの時間とコストを節約できま
す。したがってリセラーフローモデルは、通
信事業者からのより多くの投資を必要と
しますが、長期的には顧客ロイヤルティの
向上にもつながります。またこれはサービ
スアグリゲーションモデルへの足がかりに
もなります。

明確に定義されたAPIがエコシステムと動
的プロビジョニングを構築するカギ
この文脈でAPIは、基本的にプロビジョ
ニング、請求、ユーザーアカウントの設定と
統合などの、ビジネスサポートシステムへ
のアクセスを提供できます。ここで説明する
すべてのモデルは加入ベースです。通信事
業者にとって重要な金銭的インセンティブ
は、これらのアプリケーションやコンテンツ
の加入を大量に購入または契約したとき
に得られる割引です。これらの割引は通常
は約10〜30%の範囲ですが、それ以上にな
る場合もあります。
明確に定義されたAPIは、市場投入時間

とコストの削減に加え、コンテンツまたはア
プリケーション事業者が通信事業者にアク
セスできるようにするダッシュボードと同等
で、オンボーディング、プロビジョニング、ビ
ジネス運用全般の複雑性を露呈させませ
ん。
サードパーティ事業者には、たとえば提
供QoSレベルを定義するために、ネットワー
クAPIを介してネットワーク機能にアクセス
しインタフェースする方法が必要になる場
合があります。
このようなAPIは遅延、ジッター、モビリ
ティを改善することで、モバイルクラウド
ゲーム体験を豊かにすることができます。
また銀行のすべてのオンライン顧客に安
全な接続を確保したり、状況に応じて動
画による会話を即座に改善したりするこ
ともできます。

APIを通じて高度な5G機能を公開する
ことで、通信事業者はパートナーのエコシ
ステムで5Gを収益化し、新しいサービスを
迅速に提供できるようになります。APIは、
通信事業者とコンテンツ事業者のパート
ナーシップを実際に機能させる重要な要
素です。一方で開発者が5Gネットワークの
新しいユースケース、サービス、アプリケー
ションを革新する自由度が高まるため、新
しいビジネスチャンスを開くものでもあり
ます。
ネットワークスライシングと動的プロビ
ジョニングによって「顧客」の定義が拡大し
ます。APIに使われるビジネスモデルは、動
的でトランザクションベースであり、従来
の加入モデルとは異なる場合があるでしょ
う。アプリケーション開発者が必要な場合
にのみ使う特定のAPIの利用に料金を支
払うことも考えられます。銀行がオンライン
サービスの安全性を確保するために、オン
ラインサービスへの可能なすべての接続
に料金を支払うことも考えられます。ゲー
ムがネットワークの状態に即座に適応でき
るようにするAPIの使用にゲーム開発者が
料金を支払うことも考えられます。アプリ
開発者、コンテンツ事業者、サードパーティ
にとって、時間、場所、コンテキストをベー
スにしてサービスの提供方法を革新する
機会は無限にあるはずです。

IoTデバイス アドオンパック

図 13： リセラーフロー モデルにより購入し易さが向上
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ネットワークAPIを活用した
価値と収益化機会の創出

開発者にネットワークAPIを通じて高度な5G機能へ
の簡単なアクセスを提供することで、イノベーション
とエコシステムの成長が促進されます。

クラウドベースのテクノロジーの進化と
5G機能の組み合わせは、開発者に多くの機
会を提供します。ネットワークAPIの活用は、
開発者がカスタマー体験を豊かにする新し
い高度なアプリケーションを開発できる革
新的なソリューションを提供します。
通信事業者にとってネットワークAPIへの
注力は、単なる新製品の導入にとどまりま
せん。通信業界を成長させ、新しいサービス
を大規模に開発することも重要です。ネット
ワークAPIを通じて高度な5Gネットワーク
機能をアプリケーション開発者に公開する
ことで、イノベーションを推進する新たな可
能性がもたらされます。QoS、セキュリティ、
位置情報がグローバルに公開され、消費さ
れ、支払われるようになることで、ネットワー
ク機能を変革して5Gを収益化する新しい方
法が可能になります。5G機能を使った新し
い高度なユースケースを通じて、通信事業

者、企業、開発者にとって新しい収益源が創
出されます。
ネットワークAPIを介して高度な機能へ
のアクセスを開発者に提供することで、通信
事業者は新しいサービスに課金できるよう
になります。これらのサービスには、モバイ
ルゲームの品質と性能の向上、信頼性の高
いドローン管理の確保、低遅延の動画と位
置情報サービス、金融取引の認証とセキュ
リティの強化も含まれます。またこれは、企
業や消費者による5Gネットワークの利用拡
大にも大きく影響します。

API収益化のバリューチェーン：通信事業
者が価値を獲得する方法
現在の世界の通信事業者は、ネットワー

クAPIのエクスポージャーに関して成熟度
レベルにばらつきがあります。しかし成熟
度に関わらず、5Gテクノロジーは、企業や
消費者にサービスを提供する専用ソリュー
ションの開発を可能にし、それを刺激する
ことで、高度なネットワーク機能を実現す
る機会を提供します。
アプリケーション開発者へのAPIの公開
は新しい概念ではありません。通信APIは、
動画、音声、SMSなどをアプリケーションに
埋め込んで、顧客体験を強化しパーソナラ
イズする機能を長い間企業に提供してき
ました。特に5GネットワークAPIについて
は、ネットワークAPIの発達に伴って、複数
のAPIを使ってアプリケーション開発者、企
業、消費者向けの提案としてユースケース
ドリブンのサービスを開発することで、その
価値はさらに明らかになります。ネットワー
クAPIがもたらす可能性のある価値は、ア
プリケーション開発者が5Gのネットワーク
機能にアクセスして新しいアプリケーショ
ンを開発する方法と、5Gのユースケースに
あります。APIから価値を引き出すせるかど
うかは、市場セグメント、ユースケース、市

主な知見
•	 ネットワーク API を使ってアプリ
ケーション開発する開発者は、通
信APIへのアクセスと同様の体験
を期待する
•	 通信事業者は多様なビジネスモ
デルを通じてネットワークAPIから
価値を獲得し、CPaaSアグリゲー
ター、アプリケーション事業者、顧
客を巻き込むことが可能

•	 さまざまなエコシステムの利害関
係者が関与するネットワークAPIを
公開するための市場開拓戦略は、
セグメントタイプ、ユースケース、地
理的範囲などの要素によって異な
る

場投入チャネルの明確な理解にかかって
います。多くの通信事業者はこの目的のた
めに、CAMARA1やOpen Gateway2などの
標準化組織に加わりつつあり、ネットワー
ク機能の公開による収益の見通しをより深
く理解しようとしています。

1 GSMA、CAMARA：Telco Global API Alliance
2 Open Gateway.

ネ ット ワ ー ク
A P Iを活用する
ことで、革新的
なソリューショ
ンを提供する組
み合わせを促進
できる

https://www.gsma.com/futurenetworks/ip_services/understanding-5g/camara-telco-global-api-alliance/
https://www.gsma.com/solutions-and-impact/gsma-open-gateway/
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エンド	
ユーザー

可能性のあるビジネスモデル
通信事業者がAPIを商用化できるビジネ

スモデルには、卸売または小売業者への収
益シェア、加入、使用量ベースの商用モデル
の適用が含まれます。これは他のCPaaS、ア
グリゲーター、通信事業者のプラットフォー
ムからの直接提供など、通信事業者の市場
開拓戦略にも依存します。たとえばASP と
の直接的な関係のモデルでは、エンドカス
タマーが通信事業者の現在のネットワーク
加入を使い、ASPがユーザーにアプリケー
ションを提供し、通信事業者に API の使用
料を支払います。

通信事業者には、SMS などの通信
API を通じてすでに大きな価値を実現
で き る よ う に な って い る CPaaS
（C o m m u n i c a t i o n  P l a t f o r m  a s  a 

Service）市場の拡大を活用する機会
があります。CPaaS 事業者も SMS か
ら大幅に拡大し、現在では、動画、音声、
メッセージング、OTT（Over-The-Top）
ソーシャルメディアメッセージングアプ
リを提供し、高度な認証、AI 処理、音
声とメッセージの仮想エージェントのす
べてを、一つの開発者体験内でロー
コード／ノーコード 3ツールで実現でき
るようになっています。開発者は同様の
体験を得られる新しいネットワーク API
を使えることを期待しており、通信事業
者が完全な CPaaS 提案に参加する必要
性が高まっています。開発者、ASP
（Application Service Providers）、 グ
ローバルユーザーを抱える企業が求め
るもう一つの価値は、世界中の通信事
業者と連携し、標準化と CPaaSプラッ
トフォームアグリゲーションの両方を通じ
て提供される共通 APIです。40 社以上
の通信事業者が 5G SA（Standalone）
を展開または開始しています 4。このテ
クノロジーに投資する通信事業者が増え
れば、5Gの高度な機能を活用して、さ
まざまな業界やグローバル企業がその価
値を解き放ち、オープンスタンダードの
ネットワーク APIを介して革新的なサー
ビスを開発することになるでしょう。

一般的なモデルでは、C P a a S事業者
は通信事業者から複数のAPIを取得しま
す。CPaaS事業者はこれらのAPIを一つの
APIとしてASPに提供する前に、集約、正規
化、調和させ、ASPはそれをアプリケーショ
ンやその他のソフトウェアソリューションに
統合します。アプリケーション事業者は使用
時間、メッセージ、会話などの使用量に応じ
てアグリゲーターに支払い、企業へのアプ
リケーション料金にバンドルします。その後
CPaaSアグリゲーターは、関係する通信事
業者と収益を分け合います。

図14： ネットワークAPIの収益化のバリューチェーン
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3 ローコードとノーコードはコーディングの代わりに直感的なドラッグ & ドロップ ツールを使ってアプリを設計・開発する方法
4 GSAとエリクソン（2023年11月）
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図15：通信事業者が直接提供するAPI
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市場開拓戦略
通信事業者が直接販売を通じて独自の
市場を立ち上げるべきか、他のエコシス
テムの関係者と提携して販売するかの選
択は、ユースケースの種類や地理的範囲
など、さまざまな要因によって異なってき
ます。ネットワークAPIとそのユースケース
は、単一または複数の通信事業者が一つ
の国や市場に展開する事例もあれば、通
信事業者が国際市場を通じて複数の国々
に展開する事例もあります。たとえばライド
シェアリングアプリを提供する国際市場に
ユーザーを抱えるデジタルネイティブ企業
は、主にグローバルなCPaaS事業者のSMS
や音声サービスなどの通信サービスを利
用しています。SMSのワンタイムパスワード
はその一例で、CPaaS事業者はデジタルネ
イティブと協力してSMS認証を導入してお
り、現在さまざまな業界で活用されていま
す。その他の例には、ローカル番号をモバ
イルアプリやAI処理と相互接続したグロー
バル音声アプリケーションがあります。

これらの手段により、通信事業者はAPI
とユースケースに基づいて市場投入方法を
柔軟に選択できます。グローバルなビジネ
スであれば、何百もの通信事業者と個別の
関係を築くよりも、単一の事業者からAPIア
クセスを購入する方が簡単です。このような
ソリューションでは、共通のAPIベースで他
の通信事業者と連携することが望ましい場
合があるので、サードパーティのアグリゲー
ターがより適しています。逆にローカルな提
案については、通信事業者が開発者や企業
と直接かかわることがより適切であると考
えられるケースもあります。

APIを値付けする – 価値とコストの見積もり
市場開拓モデルと商用モデルに関する通
信事業者の決定は、価格設定とコスト評価
に影響します。通信事業者がサードパーティ
のアグリゲーターの利用を決定した場合、
価格とコストに関する協議のほとんどは二
社間で行われます。一方で通信事業者が直
接販売チャネルの開拓を模索している場合

図17： 市場開拓の選択肢

コネクテッドカー

リアルタイムゲーム 単一国

単一国ローカライズされたコネクテッド製造

ユースケース 地理的範囲

単一
事業者

複数
事業者

複数
事業者 複数の国

は、特定のAPIのサービスを定義し、アプリ
ケーション開発者と企業にとっての利点と
価値を検証する必要があります。またター
ゲットとする市場セグメントの支払い意欲
を調査する必要があります。事業者はその
結果として得た価値／コスト評価により、従
量課金制の加入またはSLA（Service Level 
Agreements）を含む収益分配をベースとし
て、さまざまな階層でAPIに課金できるよう
になります。

市場開拓モデルと商用モデルに関す
る通信事業者の決定は、価格設定と
コスト評価に影響する
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業界エコシステム全体での価値構築
開発者が簡単かつスケーラブルな方法

でAPIにアクセスできるようにすることで、
新しい強化されたアプリケーションの開発
が可能になり、事業者にパフォーマンスベー
スのビジネスモデルを通じた新しい益源を
もたらします。より多くの通信事業者がネッ
トワーク機能を公開し始めることで、高性
能ネットワークへの投資を活用して開発者
コミュニティをさらに刺激し、サービスのイ
ノベーションを推進することができます。

共同ブランドパートナーシップによる
ローリングローンチの実現
事業者による迅速な市場参入を
可能にするもう一つの戦略は、共同
ブランドパートナーシップです。大手
CPaaS事業者との協力により、中小
企業向けのローコード／ノーコード
ソリューションを迅速に提供すること
も、技術力が高い大企業向けに堅牢
なAPIソリューションを提供すること
もできます。パートナー間の早期の協
力と共同による市場開拓戦略の構築
により、最初のAPIを構築・利用しな
がら他の機会を広くうかがうローリン
グローンチを実現できます。また共同
ブランドパートナーシップにより、市
場開拓戦略、販売トレーニング、カス
タマーサポートを統合できます。オー
プン標準（CAMARA）を含む通信API
とネットワークAPIの組み合わせを開
発者に提供することは単純化をもた
らし、新しい差別化された体験を通じ
て収益成長を迅速に達成するための
指針を事業者の顧客に提供します。
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5Gプライベートネットワーク
が産業の生産性を向上

5Gは産業の生産性を加速する上で重要な役割を担っています。本記事
で取り上げた物流の事例では、Wi-Fiとの比較で生産性が20%向上し、
設備投資が15%削減されたと報告されています。

5Gプライベートネットワークは現在、企
業が推進するデジタル化プログラムのため
に大規模に展開されており、生産性の向上
に重要な役割を果たしています。
エリクソンが実施した、さまざまな業界
や国に展開されているプライベートネット
ワークに関する調査では、主なユースケー
スが以下の通りであることが示されていま
す。
•	 コネクテッドワーカー
•	 自律型機器
•	 センサー

主な知見
•	 企業が5Gの本格導入を促進する
最速の方法は、たとえば高い機動
性、より広いカバレッジエリア、オフ
ィスエリア外の工場や屋外への拡
張性など、Wi-Fiでは対応できない
機能要件を備えたユースケースに
5Gを適用することにある
•	 今日のプライベートネットワーク
は一般にデータ分析、コネクテッド
ワーカー、AGV（Automated Guided 
Vehicles）用のカメラやセンサーの展
開などのユースケースをサポートし
ている
•	 最先端の通信事業者は、サイト当
たりに複数のユースケースをター
ゲットとしたり、物流ゾーンなどの
隣接領域への対応、複数のサイト
間の複製などでスケールアップし
ている

図18： 5Gプライベートネットワークの実運用におけるユースケースの頻度

15ヵ国と10の業界で運用され80のユースケースに対応している40のプライベートネットワークの調査結果
（エリクソンによる聴き取り調査 2024年）

対象国： オーストラリア、オーストリア、ブラジル、チリ、カナダ、フランス、ドイツ、ハンガリー、日本、
韓国、マレーシア、メキシコ、スウェーデン、英国、米国
産業： 航空、エネルギー、イベント、医療、物流、ディスクリート製造およびプロセス製造、鉱業、オフショ
ア、港湾
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本格稼働に移行した5Gプライベートネット
ワーク
ユースケースが示すように、企業の生産
性向上のための構成要素はすでに存在し
ています。
しかし企業のデジタル化プロジェクトで
は、広範な範囲で不満が生じてプロジェク
トの評価が長引くことで、パイロット段階の
先に進むのに時間がかかる可能性があり
ます。
ビジネス価値をすぐに提供できるユース
ケースは、迅速に本番運用に移行できるで
しょう。たとえば次のものが考えられます。
•	 公共のスポーツやメディアイベントにお
いて専用のネットワークリソースで信頼
性の高い通信を確保し、飲食施設、売店、
スタンド、医療・警備サービスなど、会場
での事業運営をサポートする
•	 オフショアのエネルギーと鉱物に投資し
ているエネルギー産業では、遠隔地の機
器の性能を監視し、安全性と現場の保守
作業員の支援のために信頼性の高い接
続が必要となる
•	 鉱業分野に自律走行車と遠隔操作機器
を導入し、5Gで車両や機器が必要とする
モビリティと低遅延性を提供する

5Gネットワークは性能、信頼性、セキュリ
ティが求められるデジタル化のユースケー
スに、成功に不可欠な新しい機能を追加し
ます。

5Gネットワークは、有線やWi-Fiなどの代
替的手段と共存します。5Gプライベートネッ
トワークを導入する理由は次のとおりです。
•	 広いエリアに費用対効果の高い無線カバ
レッジと容量を提供すること。本記事で
紹介した事例では22台の無線機を備え
た5Gを導入しましたが、これをWi-Fiのホ
ットスポットに代替すると、10倍以上の台
数が必要となります。  
•	 鉄骨、コンクリート、原材料、在庫などの
重い障害物があるレイアウトを特徴とす
る場所など、無線要件の厳しい環境に対
応すること
•	 ダウンリンクとアップリンク両方向の高
い性能（カメラに必要）、PROFINET等の
産業用プロトコルをサポートするデバイ
スに必要な低遅延性1、高いレジリエンス
を備えていること

事例： CJ Logistics

CJ Logisticsは韓国最大の宅配会社
であり、36ヵ国に249の倉庫と配送セン
ターを展開しています。

CJ Logisticsは、大型倉庫での接続需
要の高まりに対応するため、韓国の仁
川市の物流ハブにプライベート5Gネッ
トワークを導入しました。

5Gで展開されたユースケース 
•	 ハンドヘルドスキャナーとタブレット
•	 自律走行車両と移動ロボット 

変革の成果
•	 推定300台のWi-Fiアクセスポイント
の代わりに22台のスモールセルを設
置

• Wi-Fiとの比較でインフラ投資を15%
削減

• 100台を超える手持ちスキャナーの
Wi-Fiの応答時間が数秒を要したのに
対して5Gでは瞬時となり、生産性が大
幅に向上。スキャン作業の時間短縮に
よってスキャン操作の生産性が20%
向上

5Gプライベートネットワークでビジ
ネスの生産性を向上させる最速の方
法は、広いカバレッジエリアや高いモ
ビリティを要するユースケースに展
開すること

1 PROFINETは産業用イーサネットを介したデータ通信のオープンな技術規格
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図 19： 生産エリアを超えて隣接するゾーンやサイトに拡張するネットワークカバレッジ

サイトを超えたカバレッジ拡張
生産拠点は孤立して運営されるのではな

く、近隣の港湾、鉄道、輸送ハブ、パートナー
と統合されています。たとえばバッテリーの
生産は車両の生産と、採掘は前処理プラン
トと併置される場合があります。
これらの統合ゾーンは、生産性の向上と
拡張性がさらに高まる可能性を表していま
す。

　拡張の可能性がある展開は複数の分野
にまたがっています。

サイト内のカバレッジの拡張
拡張方法の一つは、生産現場を広範にカ

バーすることです。重要なのは、ネットワー
クがより多くのユースケースに対応できるよ
うにすることです。調査対象となったネット
ワークのうち、サイト内のカバレッジの60%
に複数のユースケースが同時に導入されて
いました。AGVが床のあちこちで材料を移
動する一方、カメラが生産プロセスの品質
を監視し、オンラインシステムに接続された
作業者に専門知識がリモートで提供されま
す。これらの三つの一般的なユースケース
があることで、ネットワークがサービスを提
供しなければならないカバレッジ エリアが
拡大されます。
生産拠点は100,000平方メートル（サッ
カー場20面分程度）に及ぶ場合もあれば、
自動車製造、製鉄所、半導体工場などでは
その5倍の面積に及ぶこともあります。セル
ラーネットワークは、このような規模の無線
カバレッジを提供するように設計されてい
ます。

大規模展開によって増幅さ
れる生産性向上

ユースケース：カメラに
よる品質検査

非侵襲的で豊富なデータ量を提供
し、移動が容易でドローンに搭載でき
るカメラは、センサーの一種として高
く評価されています。
たとえばカメラとAIを組み合わせ
ることで、生産工程における品質上の
欠陥を調査することができます。
ある事例では24個の組立部品を同
時に検査することで、一つずつ検査す
る従来の方法2と比べて無駄な材料
と生産ロスを削減しました。

知見：通信事業者とリセラーが採用した成
長ベクトル
最先端の通信事業者とリセラーが、プラ

イベートネットワークの商機にホリスティッ
クな方法で対応することが増えています。
•	 拡張性に制約のあるカスタマイズされ
たソリューションではなく、事前に構成・
パッケージ化されたネットワークを使っ
た提案を作成
•	 サプライヤー、パートナー、広範なエコシ
ステムを準備して製品の関連性を向上
•	 知名度の高いライトハウス企業（メインの
ユースケースを軌道に乗せるために的を
絞った投資を行い、他の企業から模倣さ
れる企業）を優先

• Wi-Fiの機能では対応できない企業ユー
スケースの機会を優先
•	 セールスエンゲージメントツールキット
を再検討し、ビジネスケースや価値計算
ツールなどを追加
•	 企業のデジタル化または自動化アジェ
ンダの全体像の中に提案を位置付ける 

通信事業者やリセラーが採用しているこ
れらの成長ベクトルは、2023年のエリクソ
ンモビリティレポートビジネスレビュー版で
も詳細に説明されています。

2 エリクソン「エリクソン、AWSおよびHitachi America R&Dと協力してスマートファクトリーの可能性を実証」（2023年8月29日）

https://www.ericsson.com/en/press-releases/2023/8/ericsson-works-with-aws-and-hitachi-america-rd-to-showcase-smart-factory-potential
https://www.lightreading.com/ai-machine-learning/ericsson-aws-and-hitachi-america-r-d-showcase-smart-factory-potential
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3 エリクソンモビリティレポート 「RedCap 5G NR expands Broadband IoT possibilities」（ 2023年11月）

パブリックネットワークをスライスし、
柔軟性とスピードを実現
特定の領域やユースケースに専用の
サービスレベルが必要な場合、パブリッ
クネットワークのリソースをスライスし、
無線、トランスポート、コアのネットワー
ク全体でエンドツーエンドでコミットさ
れた有効なリソースを提供します。

通信事業者はライセンスされた周波数資
産、既存の広域ネットワーク基盤、セルラー
ネットワークの導入、最適化、運用、サポー
トに関する専門知識を提供します。
ネットワークは基本的なものですが、ソ

リューションの一部にすぎません。通信事
業者とリセラーはコンサルティング、シス
テム統合、分析機能を伴うカメラなどの
デバイスのバンドルなどを追加で提供し
ます。企業にサービスを提供するクレーン
メーカーやフォークリフト事業者などのエ
コシステムへの関与は、企業の投資判断
のリスクを軽減して価値をもたらします。
資金調達も重要な機能となるかもしれま
せん。

パブリックネットワークのオンサイトへ
の拡張による性能向上
遠隔地にいるコネクテッドワーカーがオンサイト

でのカバレッジを向上させる必要がある場合、サイ
トまたは建物内にパブリックネットワークの無線機
を配置することで、その要件を満たすことができる
可能性があります。
データをサイト外に持ち出せなかったり、非常に

短い遅延特性が必要な場合は、サイト内でローカ
ルにデータを扱うことができます。これは無線機と
ユーザープレーンをオンサイトに配置してパブリッ
クネットワークを拡張することで実現できます。

性能とセキュリティのためのプライベート
ネットワーク
プライベートネットワークは、企業が以
下のニーズを必要とする場合に適してい
ます。
•	 メインの生産ライン用などの専用の接
続リソース
•	 セキュリティまたはプライバシー上の理
由から完全に分離されたネットワーク

• PROFINETなどの産業用プロトコルで
一般に期待される超低遅延性

公共ネットワーク

オンサイトプライベートネットワーク

パブリックネッ
トワーク、オン
サイトの無線と
コア

エンタープライズ

パブリックネットワーク ハイブリッド

ネットワーク	
スライス

エンタープライズ

パブリックネットワーク

テクノロジーの進化： 4Gと5G
4Gはモジュールの価格が低く、一般にカ

バレッジが広いですが、5Gは追加の周波数
帯とより良い性能を提供します。5Gは4G依
存（5G NSA）またはスタンドアローン（5G 
SA）で実装できます。この機能は、機能性、
可用性、価格などを考慮し、ネットワークと
デバイスの両方で提供する必要がありま
す。

RedCap（Reduced capability）デバイス
広く展開されているセンサーのユース
ケースでは、センサーが適切な価格でか
つセルラー接続を備えているかどうかが
重要な要素になります。このため通信事
業者とセンサー事業者はRedCapデバイ
スの準備を進めています。100MHzではな
く20MHzの帯域を使うRedCapデバイス
は、低消費電力を実現し、産業用センサー
のニーズによく合致します3。

通信事業者がパブリックネットワークとプライベートネットワークの両方で 
企業にリーチするための展開オプション

　企業のニーズはさまざまなので、通信事業者とリセラーは、最適なサービスを選択する際に複数のパラメーターを考慮に入れます。こ
の記事ではプライベートネットワークにフォーカスしていますが、パブリックネットワークもカバレッジと性能を伴って迅速に利用可能であ
り、新しい方法で企業にサービスを提供できます。

エンタープライズ
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用語集

4G: 4th generation mobile  
networks (LTE, LTE-A)

5G: 5th generation mobile  
networks (IMT-2020)

5QI: 5G QoS Identifier

AGV: Automated Guided Vehicles

API: Application programming interface

AR: Augmented reality. An interactive 
experience of a real-world environment 
whereby the objects that reside in the 
real world are “augmented” by 
computer-generated information

ARPU: Average revenue per user

B2B2C: Business to business to  
consumer. With B2B2C models,  
businesses partner with other  
companies to reach new customers

CAGR: Compound annual growth rate

CDMA: Code-division multiple access

CPaaS: Communications platform 
as a service

CPE: Customer premises equipment

Dual-play broadband: Fixed and  
mobile broadband from one provider

EB: Exabyte, 1018 bytes

FWA: Fixed Wireless Access

FX: Foreign exchange

GB: Gigabyte, 109 bytes

Gbps: Gigabits per second

GSA: Global mobile Suppliers Association

GSM: Global System for 
Mobile Communications

HSPA: High speed packet access

LTE: Long-Term Evolution

MB: Megabyte, 106 bytes

Mbps: Megabits per second

Mobile broadband: Mobile data service 
using radio access technologies including 
5G, LTE, HSPA, CDMA2000 EV-DO, 
Mobile WiMAX and TD-SCDMA

Mobile PC: Defined as laptop or desktop 
PC devices with built-in cellular modem 
or external USB dongle

Mobile router: A device with a cellular 
network connection to the internet and 
Wi-Fi or Ethernet connection to one or 
several clients (such as PCs or tablets)

MR: Mixed Reality

MVNO: Mobile virtual network operator

NR: New Radio as defined 
by 3GPP Release 15

Postpaid subscription: Service  
paid at the end of the billing cycle

Prepaid subscription: Service  
paid in advance

PROFINET: An open technical  
standard for data communication  
over Industrial Ethernet.

SA: Standalone

TD-SCDMA: Time division-synchronous 
code-division multiple access

Tier 1: Nationwide dominant  
and leading service providers

Triple/Quad Play: Typically  
offering mobile and fixed services  
in combination with media content  
(three or four services combined)

VR: Virtual reality 

WCDMA: Wideband code-division 
multiple access

xDSL: The family of digital  
subscriber line technologies 

XR: Extended reality. An umbrella  
category for virtual or combined  
real/virtual environments, which  
include AR,VR and MR
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主要データはエリクソンモビリティレポート（2023年11月）より
転載、2023年のデータは2023年11月時点の推計です。

主要データ

モバイル加入契約数 2022 2023
予報 
2029

CAGR*  
2023～2029 単位

全世界のモバイル加入契約数 8,310 8,460 9,210 1% 100万
•  スマートフォン加入契約数 6,620 6,970 8,060 2% 100万
•  モバイルPC、タブレット、モバイルルーターの加
入契約数 230 260 510 12% 100万

•  モバイルブロードバンド加入契約数 7,090 7,470 8,740 3% 100万
•  モバイル加入契約数、GSM/EDGEのみ 1,110 890 380 -13% 100万
•  モバイル加入契約数、WCDMA/HSPA 1,040 850 270 -17% 100万
•  モバイル加入契約数、LTE 5,180 5,130 3,210 -8% 100万
•  モバイル加入契約数、5G 963 1,570 5,330 23% 100万
•  固定無線アクセス接続 107 132 330 17% 100万
固定ブロードバンド接続 1,450 1,530 1,850 3% 100万

モバイルデータトラフィック
• スマートフォン1台ごとのデータトラフィック 16 21 56 18% GB／月
•  モバイル PC 1台ごとのデータ トラフィック 20 22 34 8% GB／月
•  タブレット1台ごとのデータトラフィック 12 14 33 16% GB／月

データトラフィック合計**

モバイルデータトラフィック 97 130 403 21% EB／月
•  スマートフォン 95 128 398 21% EB／月
•  モバイル PC およびルーター 0.8 1 2.4 16% EB／月
•  タブレット 0.7 0.9 2.8 21% EB／月
固定無線アクセス 22 30 159 32% EB／月
モバイルネットワークトラフィックの合計 119 160 563 23% EB／月
固定データトラフィックの合計 270 330 660 12% EB／月

世界の主要データ

モバイル加入契約数 2022 2023
予報 
2029

CAGR*  
2023～2029 単位

北米 420 430 470 2% 100万
中南米 710 720 790 2% 100万
西欧 540 550 560 0% 100万
中欧及び東欧 560 560 560 0% 100万
北東アジア 2,160 2,200 2,260 0% 100万
中国1 1,690 1,720 1,760 0% 100万

東南アジア及びオセアニア 1,140 1,160 1,310 2% 100万
インド、ネパール、ブータン 1,150 1,160 1,270 1% 100万
中東及び北アフリカ 730 740 850 2% 100万
湾岸協力会議（GCC）2 75 76 81 1% 100万

サハラ以南のアフリカ 900 940 1,130 3% 100万

地域の主要データ

スマートフォン加入契約数 2022 2023
予報 
2029

CAGR*  
2023～2029 単位

北米 360 370 390 1% 100万
中南米 570 600 690 2% 100万
西欧 440 460 490 1% 100万
中欧及び東欧 410 410 450 2% 100万
北東アジア 2,020 2,060 2,160 1% 100万
中国1 1,600 1,640 1,700 1% 100万

東南アジア及びオセアニア 950 970 1,160 3% 100万
インド、ネパール、ブータン 870 950 1,180 4% 100万
中東及び北アフリカ 560 600 780 5% 100万

GCC2 63 64 72 2% 100万
サハラ以南のアフリカ 420 460 760 9% 100万
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地域の主要データ

スマートフォン1台ごとのデータトラフィック 2022 2023
予測 
2029

CAGR*  
2023～2029 単位

北米 19 26 66 17% GB／月
中南米 12 15 50 22% GB／月
西欧 22 27 64 16% GB／月
中欧及び東欧 16 19 43 15% GB／月
北東アジア 18 21 64 20% GB／月
中国1 18 22 66 20% GB／月

東南アジア及びオセアニア 16 24 66 19% GB／月
インド、ネパール、ブータン 25 31 75 16% GB／月
中東及び北アフリカ 14 17 45 17% GB／月

GCC2 26 30 66 14% GB／月
サハラ以南のアフリカ 5 6.7 23 22% GB／月

モバイルデータトラフィック 2022 2023
予測 
2029

CAGR*  
2023～2029 単位

北米 6.8 9.6 27 18% EB／月
中南米 5.8 7.8 30 25% EB／月
西欧 8.8 11 28 16% EB／月
中欧及び東欧 4.8 6.3 15 15% EB／月
北東アジア 30 37 116 21% EB／月
中国1 20 26 88 23% EB／月

東南アジア及びオセアニア 14 21 69 22% EB／月
インド、ネパール、ブータン 18 26 73 19% EB／月
中東及び北アフリカ 6.8 9 31 23% EB／月

GCC2 1.3 1.5 3.8 16% EB／月
サハラ以南のアフリカ 1.8 2.7 15 33% EB／月

5G加入契約数 2022 2023
予測 
2029

CAGR*  
2023～2029 単位

北米 170 260 430 9% 100万
中南米 10 28 400 N/A 100万
西欧 67 139 480 23% 100万
中欧及び東欧 5 14 280 N/A 100万
北東アジア 646 890 1,800 12% 100万
中国1 569 769 1,480 12% 100万

東南アジア及びオセアニア 33 57 550 N/A 100万
インド、ネパール、ブータン 10 130 860 N/A 100万
中東及び北アフリカ 18 44 350 N/A 100万

GCC2 13 26 75 19% 100万
サハラ以南のアフリカ 3 11 180 N/A 100万

LTE加入契約数 2022 2023
予測 
2029

CAGR*  
2023～2029 単位

北米 230 160 40 -21% 100万
中南米 520 540 290 -10% 100万
西欧 420 380 80 -23% 100万
中欧及び東欧 420 460 280 -8% 100万
北東アジア 1,420 1,230 430 -16% 100万
中国1 1,050 890 260 -19% 100万

東南アジア及びオセアニア 630 720 680 -1% 100万
インド、ネパール、ブータン 850 860 390 -12% 100万
中東及び北アフリカ 420 470 470 0% 100万

GCC2 55 44 3 -35% 100万
サハラ以南のアフリカ 265 330 550 9% 100万

*  CAGRは、四捨五入しない数値で算出しています。 
**   数値は端数処理 （調査方法を参照）を行っているので、数値データの総計が実際の総計とわずかに異なることがあります。

1 これらの数値は、北東アジアの数値にも含まれています。
2 これらの数値は、中東および北アフリカの数値にも含まれています。
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